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共生型福祉施設「もりのひろば」 ２０１５年１２月オープン！

国道4号線沿い、松森の一角に共生型福祉施設「もりのひろば」がオープンしました。

中庭を囲むように保育園、放課後等デイサービス・高齢者デイサービスがあり、それぞれが独立しなが

らもお互いの生活が感じられ、触れ合えるような設計になっています。地域交流スペースも併設してお

り、地域の方も気軽に利用できます。

保育園は子育て中のスタッフの切実な要望から実現しました。事業所内保育施設として、お母さんが

安心して働き続けられるようサポートしてくれるだけでなく、地域のお子さんの入園受け入れも行ってい

ます。

放課後等デイサービスは、障害のある子供達の活動の場です。プレイルームの中央には丸いトランポ

リンが設置されており、中で跳ねる子供達の笑顔が目に浮かぶようでした。カラフルなボルタリングや庭

に置かれた等身大のライオン像にも想像をかき立てられました。半数以上が新1年生ですが、市内だけ

でなく塩竃からの問い合わせも多いそうです。

高齢者デイサービスは、柔道整復師による個人機能訓練やマッサージが特徴の機能訓練重視型と

なっています。症状やその日の状態に合わせてメニューを作る個別の対応を基本にしているところは魅

力的です。定員は1日10名と小規模ですが、だからこそのきめ細かなサービスが期待できそうです。

【共生型福祉施設】

子どもから高齢者まで、障がいの有無に関わらず、様々な人が

一つ屋根の下で生活し、たくさんの触れ合いを通じ、支え合ってい

き、地域で安心した生活が送れる福祉施設。

問い合わせ先

〒981-3111 仙台市泉区松森字沢目14-2

TEL 022（779）7256 FAX 022（779）7257

担当：曲澤
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介護現場での事故予防対策としてご存知の「ヒヤリ・ハット」があります。結果として重大な災害や事故

に至らなかったがヒヤリとしたり、ハッとしたりした事例の発見です。

ヒヤリ・ハットに関連する項目として①ハインリッヒの法則②ＫＹＴ（危険予知訓練）③割れ窓理論などが

あります。

①ハインリッヒの法則はご存知のように1件の重大事故の背景には29件の同種の軽度事故、300件の

ニアミスが存在するという法則で、１対29対300という事故発生確率のピラミッド理論とも言います。小

さな兆候を見逃さないように心がければ大きな事故は防ぎやすいという事です。

②ＫＹＴは事故・災害を防止するためには、業務を始める前に、「どんな危険が潜んでいるか」を職場で

さっと話し合い「これは危ないなぁ」と危険のポイントについて合意します。そして、対策を決め、行動目

標や指差し呼称項目を設定し、一人ひとりが指差し呼称で安全衛生を先取りしながら業務を進めます。

このプロセスがＫＹ活動です。そしてＫＹ活動推進に必要な手法を習得するための危険予知訓練をＫＹＴ

（Ｋ危険・Ｙ予知・Ｔトレーニング）と呼んでいます。

③割れ窓理論は、建物の窓が壊れているのを放置すると、誰も注意を払っていないという象徴になり、や

がてほかの窓もまもなく全て壊されるとの考え方です。ブロークン・ウィンドウ理論、破れ窓理論、壊れ

窓理論とも言います。

事業所ではリスクマネジメント委員会等を設置して、ルールや仕組みを作り、チェックリストを作成したり、

情報をスタッフが共有することで危険な事故や災害を予防することができるよう頑張っています！

昨年6月の新聞に介護施設で職場を活性化させるカイゼン活動として「ニヤリホット」活動が始まってい

る記事がありました。一般に介護の世界では高齢者が危ない目に遭うおそれがある場面、つまりヒヤリと

したりハッとしたりした事例を集め、職員が共有する「ヒヤリ・ハット」報告がありますが「ニヤリホット」はそ

の逆で、高齢者の良いところをみつけようとする活動とか。ある施設の実際の例として、以前、車いすの

92歳女性が車いすから立ち上がって歩こうとしたことがあった。「ヒヤリ・ハット」では見守りをおろそかに

しないと対応するが「ニヤリホット」では、この女性が歩こうと頑張っていると報告書に記録した。この女性

のケアマネジャーの目に留まり、やがてトイレ介助の際、自力で車いすから立ち上がり数歩歩いて便座

に座ってもらうようにしたところ身体機能の向上につながった。またある施設では新人のやる気を高める

「声がけリスト」を作成し全員で共有している。等々

「ヒヤリ・ハット」も「ニヤリホット」も、何より介護職員が安心して働ける環境を整えることがあってこそ成

果が出るはずと思います。私も「ヒヤリ・ニヤリ」とボーっとつぶやいている場合ではありませんね。
（あらい無料介護相談所荒井 勝子氏 記）

認知症カフェの目的とは★認知症の人と家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき、集う場★認知

症の人の介護者の負担軽減 ★認知症の方がほっと安心できる場★ 認知症の方や家族が地域や社会

からの孤立防止★専門職との出会いや認知症の早期発見の場・認知症の理解と学びの場などです。

参加希望の方がいらっしゃればお電話をいただければと思います。

泉中央地域包括支援センター Tel. 372-8079

●こもれびカフェΧ2か月に1回の開催（偶数月第２金曜）

10:00～11:30 会場は「工房 かやの実」

●まちなかカフェΧ2か月に1回の開催（奇数月第２土曜）

10:00～11:30 会場は「リハくる泉中央」

●ほっと心輪Χ2か月に1回の開催（偶数月第３木曜）

10:00～11:30 会場は「てるてるハウス」喫茶スペース

●和音～わおん～Χ3か月に1回の開催（3月・6月・9月・12月）

10:30～13:00 会場は「トレスピーノ泉中央」コミュニテールーム

泉中央地域包括支援センターでは現在、4か所のカフェを定期開催しております。

βカフェの詳細は仙台市のホームページでも見ることができます。
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「はーれーたそらー♪、そーよぐかぜー♪」と聴けば往年の若大将も憧れる常夏の楽園ハワイ。

先日職場から休暇をもらい、80歳を越えた両親と姉の4人で3泊5日のハワイ旅行に行ってまいり

ました。

手動車いすである私の障害であれば国内旅行はある程度どこにでも行けるのですが、海外に

なるとそうは行きませんし、高齢の両親を連れてとなるとなおさらです。そんなわけで、今回お世

話になったのは大手旅行会社のHISのバリアフリーハワイ旅行専門窓口。ハワイを案内して14年

の実績ということで、旅程全般に渡って電話やメールで親身に相談に乗ってくださいました。紙面

の都合上、成田までの行程については割愛しますが、ネットで調べてみてください。

日本時間の21時前に成田空港を離陸した飛行機は日付変更線を越えて同日朝8時前にホノル

ル国際空港に着陸。マイナス19時間の時差があるので、到着しても日付はそのまま朝を迎えま

した。空港での入国審査を経ていよいよ空港の外へ出ると、雲一つない青空と生い茂るヤシの

木に異国の地ハワイを実感します。

空港ではオプション手配したスロープ車が迎えに来ておりそのままホテルへ直行。ホテルはワ

イキキのど真ん中にあるスーペリアクラス(☆3から4？)で、シャワールームに椅子がついている

バリアフリールームでした。そのままホテルにいてはもったいないので、チェックイン後向かいの

ロイヤルハワイアンセンター発のトロリーに乗車。トロリーとは窓がなくオープンのバスのことで、

日本の旅行会社が運行しているものが多く、主要観光ルートを巡回しています。全ての車両では

ありませんが、リフト車もあり車いすのまま乗り込むことができるのと旅行中は乗り放題のツアー

が多いので、ワイキキ周辺の交通手段はトロリーで十分だと思います。そんなわけで、初日はハ

ワイのシンボルであるダイアモンドヘッド周辺をトロリーで周遊。夜はホテル内でのポリネシアン

ショーを楽しみました。

2日目はオプション手配したリフト車を貸し切りにしてハワイの主要観光地へ。このリフト車を運

行するのは11年ものバリアフリー観光のキャリアがある鈴木さん。各旅行会社から委託を受けて

障害者や高齢者のツアーサポートをされており、後述する名所はもちろん、昼食にガイドブックに

は載ってないチャイナタウンのおいしい飲茶店に案内してくださるなど、とても気さくな方でした。

今回、私がお願いしたルートはせっかくのハワイなのに海へは行かず(笑)、ワイキキ方面を一望

できる夜景の名所「タンタラスの丘」、国立太平洋記念墓地がある「パンチボウル」、CMでもおな

じみの「この木なんの木」、近年観光スポットとして人気を集めている「ハワイ出雲大社」、「カメハ

メハ像」と向かいのアメリカ唯一の宮殿「イオラニ宮殿」そしてハワイ最大のショッピングセンター、

「アラモアナショッピングセンター」を巡りました。

翌日はハワイ滞在最終日。その日は旅行会社のオプショナルツアーであるパールハーバー(真

珠湾)へ。太平洋戦争において日本人が忘れてはならない場所です。構内はもちろんのこと、日

本が降伏文書を起草した戦艦ミズーリもバリアフリー化されていたのは驚きました。

と、そんなこんなで駆け足でハワイ旅行を振り返ってみたのですが、旅行中、ショップやレストラ

ンで、親指と小指を立てるジェスチャーをしばしばされました。聞いてみると、ハングルースとシャ

カという、ハワイ独特のコミュニケーションとのこと。ハングルースは「アロハ！」「気楽にいこう

よ！」などのあいさつの場面、シャカは「元気？」「がんばろうぜ！」のような励ます場面、TPOに

応じて使い分けているそうですが、こんな気軽なコミュニケーションが街のあらゆる場所で見られ

日常に溶け込んでいる、ハワイ流心のバリアフリーなんだなーと感じながら、後ろ髪にひかれる

ように楽園を後にしたのでした^^

車いすでハワイに行ってみました！
NPO法人ゆにふりみやぎ理事長 伊藤清市氏
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10／6･･･被災地での「ママパパライン」

10／13･･･「家庭訪問型子育て支援・ホームスタート」

10／20･･･被災地での「ホームスタート」

10／27･･･「野のゆりホーム」からのレポート

野のゆりホーム
大和町宮床。近くには原阿佐緒記念館があり、施設の浴室から七つ森の山が見える自然豊かな環

境にあります。1998年10月自宅での宅老所「野のゆりホーム」からスタート。その後、各々一軒家にて

デイサービス事業所「野のゆりホーム」と小規模有料老人ホーム「さゆりの家」を設立。利用者にとっ

てより快適で安心できる居場所を提供したいと2つの事業を統合し、2015年8月に、20室の住宅型有

料老人ホームとデイサービス、ショートステイを実施する大きな施設が設立されました。

故郷での二人暮らしが困難になってきた両親を呼び寄せ、一緒に暮らすようになった時、馴染みの

ない地域で、淋しい、人恋しいと思っている両親と、同じように呼び寄せられた方や孤独に過ごしてい

るお年寄りの方に何かできる事はないか･･･それが出発点でした。宅老所を始めた想いは施設運営

の理念としても貫かれています。「出会い」「巡り会い」「支え合い」「寄り添い」を大切に、年老いても、

障害（不自由）を感じても、住み慣れた場所で馴染みの人と安心した生活を続けられるようなサービ

スを提供。生活の全てを丸ごと守る決意で取り組んでいます。 В 344-8633

平成２７年１０月から平成２８年３月までの放送内容と取材先のレポートをご紹介します。

１３時から１６時の生放送番組「Daily Cafe 」

の中で委員会のメンバーが電話で生出演。取材先からの

レポートも交え、福祉や市民活動の身近でホットな情報を

お届けします。ぜひ、お聞きください！

・毎週火曜日 １３時４０分より１５分程度

・内容 ◎その時々で必要とされる・注目される情報提供

◎取材先からのインタビューによる情報・話題提供

◎各団体の行事や会員募集に関してのお知らせ
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11／10･･･東松島市の震災被災状況と復興状況

11／17･･･女川町の震災被災状況と交通の再建

11／23･･･「なのはなサポートセンター」からのレポート

12／1･･･地場産業の復活と商業施設の再建＆女川町のまちづくり

12／8･･･石巻市雄勝町の震災被災状況と「MORIUMIUS」

12／15･･･「MORIUMIUS」を運営する「sweet treat311」

12／22･･･「泉中央地域包括支援センター」からのレポート

なのはなサポートセンター
平成27年3月に泉区加茂から移転し開設。共生型福祉施設として様々な事業を展開しています。共

生型福祉施設は、次の3つの要素を併せ持つことを目指している施設。①年齢や障がいの有無に関

係なく、誰もが利用できるということ②多様なニーズに対応するために、通所や泊まり、訪問や交流の

機会など、多くの機能を持っているということ③地域に根ざし、住民主体の支え合いが生み出されて

いるということ。

①障害者相談支援事業など「ピース・スマイル」②障害者家族支援等推進事業「あっとほーむ」③訪

問介護事業など「オールハンズ」④短期入所事業「ライムライト」⑤共同生活援助事業「グループホー

ム・なのはな」の5つの事業を実施。1つの施設で多様なニーズ・課題を解決し、包括的な支援ができ

るような拠点となっています。地域との連携では、区役所や社会福祉協議会、地域の関係機関や住

民の方々と連携・協力して、近くにある復興公営住宅入居者の方々への支援を行っています。入居者

の方との芋煮会やウォーキング交流会など地域に根ざした取り組みを、できるところから始めていま

す。

泉中央地域包括支援センター
「地域包括支援センター」とは、高齢者の健康や暮らしに関わる相談・支援機関として仙台市から委

託された公正・中立に運営されている公的相談機関。受けとめる・つなぐ、一緒に考える、自立のお手

伝いなどを基本姿勢に、高齢者のよろず相談機関として、地域の様々な機関とネットワークを作り、住

み慣れた地域での生活を支えています。

今一番力を入れているのは、認知症の高齢者も含めた地域での居場所づくり。特色を持った様々な

カフェを開催して、自分の興味に応じて気軽に参加できる敷居の低いカフェを工夫しています。季節に

合わせた行事、色々なジャンルの演奏会、介護の講話、美味しいランチを作って、料理とお喋りを楽し

むなど、「こもれびカフェ」「和音～わおん～」「ほっと心輪」「まちなかカフェ」の4ヶ所で実施。場所、開催

日時も別々で、自分の都合に合わせて参加しやすくなっています。住んでいる地域も限定していないの

で、遠くの方でも希望があれば参加できるそう。今後更に、地域のクリニック、福祉施設、保育園など

色々な場所で開催し、地域とのネットワーク作りを進めて行きたいとの展望ももっています。

В372-8079

В 342-5661
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1／5･･･認知症とはどんな病気？

1／12･･･認知症の人との接し方

1／19･･･「NPO法人ふうどばんく東北AGAIN」からのレポート

1／26･･･認知症の予防と早期発見・治療

2／2･･･相談窓口と「認知症の人と家族の会宮城県支部」

2／9･･･「認知症サポーター養成講座」と認知症サポーターができること

2／16･･･「NPO法人スマイル劇団」

2／23･･･「食べ物の問題」について

3／1･･･「調理ボランティアのばら」からのレポート

NPO法人ふうどばんく東北AGAIN
「フードバンク」とは、まだ食べられるのに、規格外、売れ残り、賞味期限切れ間近などの様々な理

由で処分される食品を、施設・団体を通して食べ物に困っている人に届ける活動のこと。余っている

食べ物を持っている支援者の方と食べ物を必要としている受益者の方をつなぐ問屋の役割を果たし

ています。まだ食べられるのに処分される食品＝「食品ロス」は、日本で必要としている食品の約

10％。事業者（企業など）と家庭から出る食品ロスは半々だそうです。

「ふうどばんく東北AGAIN」の「AGAIN」（あがいん）は方言で召し上がれの意味。東北の自然の恵み

に感謝し、「あがいん」のお裾分け精神で食べ物を譲り合い、助け合って、「もったいない」の想いを

「ありがとう」の笑顔に変える食品ロスの橋渡しをしています。東北初のフードバンクとして2008年に

設立。その後設立した東北各地域のフードバンク団体とのネットワークも築きながら、東北全体の食

の問題にも取り組んでいます。食品の提供や募金、仕分けボランティアとしての協力など、応援をお

願いしています。

調理ボランティアのばら
現代表の元調理師の方が、泉中央老人福祉センターで会員を募集。活動場所とする泉社会福祉セ

ンター調理実習室のスペースを考慮し、多数の応募の中から15人でスタート。定例の活動を毎月1

回、午前9時から午後2時で実施しています。定例の活動では、約50年のキャリアがある元調理師から

教わりながら、全員で昼食を作って、楽しくおしゃべりしながら会食。食べきれないのは持ち帰り、家族

などにも味わってもらいます。

メニューは会員の希望も取り入れながら、元調理師の方が考えます。気を配っている点は、旬の食

材を使った季節感のあるもの、活きの良い食材を使う、肉よりも和食中心のメニューで健康に良いも

のを、白飯でなく牡蠣飯・鯛飯・ちらし寿司などの混ぜご飯や味付け飯を作る等。ちなみに2月はひな

祭り料理で、ちらし寿司と細巻き、茶碗蒸し、会員の希望を取り入れて酢豚・餃子・ワンタン入りスープ

のメニュー。定例の活動以外にも、泉社会福祉センターまつりや社会福祉協議会の行事で食事提供

ボランティアもしており、食事作りの活動が健康作り・元気の素にも繋がっています。В218-0154 

В070-6494-7044
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3／8･･･フードバンクの歴史とその役割＆メリット

3／15･･･「セカンドハーベスト・ジャパン」

3／22･･･みやぎ生活協同組合「コープフードバンク」

3／29･･･「就労支援センターほっぷ」からのレポート

就労支援センターほっぷ
運営主体は「特定非営利活動法人ほっぷの森」。現理事長が、知的障害のある人にスポーツを通し

て社会的自立を支援する「スペシャルオリンピック」のボランティアに長年関わっており、障害のある方

の就労の機会があまりに少ないことを痛感。同じ志を持つフリーアナウンサー、企業経営者など様々

な職種の方々が関わり、2007年2月設立。

ぽっふでは、職員を、そばに寄り添い、応援・サポートする立場なので「パートナー」、活動の主役で

あり中心にいるという意味で、利用者を「スタッフ」と呼んでいます。「どのような障害があってもその人

らしく生きる」ということを基本的な考えとして、就労に向けてのトレーニングを「自分を知る」「仕事を知

る」「企業を知る」の３つのテーマでサポート。自分のやりたいこと、得意なこと、障害特性などを知り、

コミュニケーション能力を高めるプログラムや、企業見学や実習、企業の方を招いてお話しを聞くなど

のプログラムを実施。様々な職種の方がプログラムに協力し、大きな視野の中で障害のある方の就

労の可能性を考える姿勢は、福祉分野の新しい在り方を指し示しているような気がしました。

В797-8801

第２６回

日 時 ： 平成２８年５月２１日（土）午後５時３０分から午後８時

場 所 ： 仙台市泉社会福祉センター 大会議室 １・２

内 容 ： 〇参加者の自己紹介

〇ブレイクタイム 若生哲旺さん

元東北放送アナウンサー。共生型福祉施設「もりのひろば」放課後等デイサービス指導員。

東北放送を退職した後、これまでの経験を活かし、正しい日本語も伝えて行きたいと福祉の

分野でも実践しています。

自分の思っていることがうまく相手に伝わらない、相手の話していることの真意が理解で

きない、的確な言葉を返すことができないなど、コミュニケーションで困ったことはありません

か？コミュニケーションを潤滑にするコツ、自分をアピールする方法を、失敗談も交えながら

楽しく教えていただきます。
〇名刺交換・情報交換など

申込先 ： 谷田部 E-mail izumi8guide@hotmail.co.jp

または FAX ０２２－３７５－９３６２
締切日 ５月１８日（水）

β 泉区以外の方や当日参加も大歓迎！

時間内の出入りは自由です。お気軽にお越しください！！

福祉に関心がある方ならどなたでも大歓迎です！知り合うことから始めませんか？



　　　　　　　　　　　CILたすけっと主催「障がい者の東日本大震災を考えるシリーズ第3弾」
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■２　部　実践事例シンポジウム
「障がい者防災から考える地域との繋がり～実践事例に学ぶ～」
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「認知症カフェモデル事業報告会～地域に広がる集いの輪～」

平成28年2月24日（水）12：30～16：00

主催：宮城県 運営主体：NPO法人宮城県認知症グループホーム協議会

内容：○認知症劇上演『さっきの記憶』（「グループホーム歩風楽」一座）

○講演 『認知症カフェの今とこれから～目的と方法を考える～』

矢吹知之氏（認知症介護研究・研修仙台センター主任研修研究員）

○認知症カフェ手引き書の説明

蓬田隆子氏 （NPO法人宮城県認知症グループホーム協議会代表）

○認知症カフェモデル事業実践報告7グループホーム

65歳以上の高齢者は、2025年には約3,700万人、2042年にピークを迎え、認知症高齢者もそれに伴い

増加して、2,025年には、おおよそ5人に1人の約700万人に達すると推計されています。

厚生労働省では、認知症施策の推進を重要課題とし、認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）を

策定。中でも、認知症の本人や家族の負担を軽減する一つの手立てとして「認知症カフェ」設置に力を入

れています。宮城県では事業を進めるにあたり、認知症介護の知識や経験豊富な「NPO法人宮城県認知

症グループホーム協議会」に委託。認知症カフェモデル事業所の1年間の取り組みが報告されました。

【講演のポイント】

◎認知症カフェをどういう位置づけで実施するか？目的をどう定めるか？

・「オープンなカフェ」（専門職との出会い、認知症の早期支援、認知症の理解と学び、認知症になって

も安心して暮らせる地域づくり）と「本人・家族のカフェ」（本人・家族の居場所、介護負担の軽減、適

時適切なサービスへの移行）

・認知症「 」カフェの「」に言葉を入れて目的を明確にする。

（例えば認知症「について学ぶ」カフェなど）

◎認知症カフェの今Ҝこれから

①カフェの目的が明確ではないҜ

明確な2、3の目的を揚げ、それを緩やかに行う。

②カフェの場所で悩むҜ場所が･･であきらめず時間を演出する。

③カフェに人が集まらないҜあらゆる手段を用いて敷居を下げる。

④同じ人ばかりしか参加しないҜ他職種、他施設・事業所で協働し、多様な交流をもたらす。多様性

を認め、違いに価値を見いだす。

⑤開催が負担になり継続が難しいҜ地域の既存の団体の協力を得て、その人たちの主導にするよう

働きかけ、地域の準公共財産にしていく。地域、行政を巻き込ん

でいく。

【実践報告から】

◎テーブルセッティングや雰囲気を大切にした。季節の花、メニュースタンドなどを置き、BGMで季節の

歌やナツメロを流した。Ҝ歌を口ずさみ、楽しんでいる姿が見られた。

◎特別なタイムスケジュールは設けず、おしゃべりしながらお茶を楽しむ事に重点を置いた。Ҝ認知症

の人にとっては、家族以外の人と触れ合える場、家族にとっては、相談の場・愚痴をこぼせる場・情報

交換できる場となっている。

◎継続していくために、カフェ本来の「くつろいだ雰囲気」を

感じるようなレイアウトやテラスカフェを行うことも視野に入

れる。若年性認知症の方も対象に世代間交流の場や共助

の橋渡しの役割を担える場の提供となるよう、30～40代の

方の参加を呼びかける。
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賛助会員紹介

「動く区長室」がやってきた！！

取材をしたり、パソコンを打ったり、企画をしたり・・・あなたの得意の分野で活動に参加してみませんか。

自分の住んでいる地域の身近な福祉情報を提供していただけるインフォメーション会員も募集していま

す。また、ガイドブックで取り上げてほしい情報などがございましたらご連絡ください。

●正会員 月１回の定例会に参加し、直接活動に携わります。

年会費 ２、４００円

●賛助会員 活動の趣旨に賛同し、主に資金援助を目的とします。

個人 年会費 １口 ５００円

団体 年会費 １口 １、０００円

法人 年会費 １口 ３、０００円

●インフォメーション会員情報提供に協力していただく会員です。会費無料。

β詳しくは事務局までお問い合わせください。

E-mail : izumi8guide@hotmail.co.jp  Tel. 022-375-9362

ボランティアサークルこだま会

設立は1964年。創立50周年を既に迎えた、息の長い活動をしている芸能ボランティア団体。高齢

者施設や障害者施設などの施設や町内会などのイベントをはじめ、最近では被災地でも芸能の出

前活動をしています。演目は歌、舞踊、腹話術、フラメンコ、オカリナなど多岐に亘り、年間60～70

件の依頼に応じています。

毎年秋には「芸能ボランティアふれあいの集い」を福祉プラザにて開催。昨年で15回を数え、会員

総出演での芸能の披露や映画上映、お茶・ふれあいの広場など盛りだくさんの企画で楽しいひとと

きを提供しています。

活動が永く続いてきた秘訣は、謙虚な

感謝されるよりも感謝したい気持で取り

組んできたこと、細かな要望を汲み取る

気配りと温かい心の交流など。そして何

よりも、シルバー世代が主な会員の、生

きがい作りになっていっていることでは

ないでしょうか。

住所：仙台市泉区館2-24-7

TEL＆FAX：022-376-2975

泉区長が区内の活動団体を訪問する「動く区長室」が平成２８年２月３日にやってきました。懇談を通し

て会の活動などを知って頂く良い機会となりました。仙台市政だより泉区版、仙台市泉区のホームペー

ジでご覧いただけます。


